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次
の
ペ
ー
ジ
は「
新
嵐
山
ス
カ
イ
パ
ー
ク
特
別
委
員
会
」「
11
月
臨
時
会
議 

」「
12
月
定
例
会
議 

」「
12
月
補
正
予
算 

」「
議
員
賛
否 

」「
意
見
書
」

14名のモニターと議員が「新たな新嵐山　 スカイパークについて」を話し合う　

令
和
５
年
度
第
２
回
議
会
モ
ニ
タ
ー
会
議
を
開
催

　

11
月
29
日（
水
）、
高
校
生
を
含
む
14
名
の
議
会
モ
ニ
タ
ー
の
参
加
の
も
と
、

令
和
５
年
度
第
2
回
議
会
モ
ニ
タ
ー
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

8
月
に
開
催
し
た
第
1
回
で
は「
日
々
の
暮
ら
し
で
気
に
な
る
こ
と
」に
つ

い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
い
た
だ
い
た
意
見
を
も
と
に
議
員
間

で
協
議
し
た
結
果
等
に
つ
い
て
、
議
会
運
営
委
員
会
か
ら
報
告
を
行
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、「
新
嵐
山
ス
カ
イ
パ
ー
ク
経
営
改
革
調
査
特
別
委
員
会
」に
よ
る
調

査
経
過
に
つ
い
て
、
10
月
に
実
施
し
た
議
会
報
告
会
の
総
括
等
、
今
後
の
議

会
活
動
の
方
向
性
に
つ
い
て
説
明
し
た
の
ち
、
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
で
の
グ
ル

ー
プ
も
含
め
て
４
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ「
新
た
な
新
嵐
山
ス
カ
イ
パ
ー
ク
に

つ
い
て
」を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
議
員
が
話
し
合
い
の
進
行
を
務
め
、
こ
れ
か
ら
の

芽
室
町
に
必
要
な
新
嵐
山
ス
カ
イ
パ
ー
ク
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、「
町
民
の
憩

い
の
場
」か「
観
光
の
振
興
」な
の
か
等
、
存
在
目
的
と
し
て
の「
総
論
」か
ら

議
論
を
始
め
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
な
資
源
は
何
か
と
い
う「
各
論
」

に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。

　

様
々
な
意
見
や
ア
イ
デ
ィ
ア
等
が
共
有
さ
れ
た
中
、
ど
の
グ
ル
ー
プ
に
も

共
通
し
て
い
た
こ
と
は「
新
嵐
山
ス
カ
イ
パ
ー
ク
は
こ
れ
か
ら
も
残
し
て
い

き
た
い
町
の
財
産
」と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

議
論
の
中
で
は
、
ご
自
身
が
子
ど
も
だ
っ
た
頃
の
思
い
出
や
、
展
望
台
か

ら
の
眺
望
、
ハ
イ
キ
ン
グ
、
野
草
観
察
、
子
ど
も
の
ス
キ
ー
ス
ク
ー
ル
の
思

い
出
や
、
キ
ャ
ン
プ
場
や
ド
ッ
グ
ラ
ン
等
最
近
整
備
さ
れ
た
施
設
を
楽
し
ん

で
い
た
こ
と
な
ど
、
自
由
闊
達
な
話
し
合
い
が
さ
れ
、
多
く
の
想
い
や
意
見

を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
の
活
用
に
向
け
て
は
、
め
む
ろ
ス
キ
ー
場
は
十
勝
管
内
の
住
民
に
と

っ
て
も
必
要
な
施
設
で
あ
る
、
残
す
た
め
に
は
既
存
施
設
機
能
の
規
模
縮
小

も
検
討
す
べ
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
お
手
伝
い
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ

参
加
し
た
い
等
、
再
開
に
向
け
て
前
向
き
な
意
見
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

こ
れ
ら
い
た
だ
い
た
意
見
を
も
と
に
議
会
で
は
、
12
月
1
日
開
催
の
特
別

委
員
会
の
中
で「
今
年
度
の
新
嵐
山
の
施
設
利
用（
令
和
６
年
１
月
～
３
月
の

利
用
方
法
と
所
要
予
算
）に
つ
い
て
、
議
会
の
考
え
方
を
確
定
さ
せ
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
議
員
間
で
討
議
を
行
い
ま
し
た
。
結
果
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

意
見
が
あ
り
、
さ
ら
に
今
後
に
向
け
て
、
議
会
モ
ニ
タ
ー
の
み
な
さ
ん
か
ら

い
た
だ
い
た
意
見
を
も
と
に
調
査
を
行
っ
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

芽
室
町
議
会
で
は
こ
れ
ま
で「
住
民
参
加
」に
注
力
し
議
会
改
革
に
取
り
組

み
、
全
国
的
に
も
高
く
評
価
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
背
景
に
は
議
会
モ

ニ
タ
ー
の
み
な
さ
ん
の
存
在
が
大
き
く
影
響
し
て
い
ま
す
。

　

モ
ニ
タ
ー
会
議
に
参
加
し
、
意
見
を
出
し
、
そ
れ
を
議
会
が
町
の
政
策
に

反
映
す
る
こ
と
で
、
モ
ニ
タ
ー
の
み
な
さ
ん
に
は「
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
加

の
や
り
が
い
」を
実
感
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
今
後
も
真
摯
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。



新
嵐
山
ス
カ
イ
パ
ー
ク

　
　
　
　
　

経
営
改
革
調
査
特
別
委
員
会

新嵐山スカイパーク経営改革調査特別委員会
　

11
月
27
日
に
開
催
し
た
臨
時
会
議
は
、

条
例
改
正
２
件
、
意
見
書
案
１
件
、
陳

情
１
件
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
て
閉

会
し
ま
し
た
。

　

12
月
定
例
会
議
は
１
日
に
開
会
し
ま

し
た
。

　

初
日（
１
日
）に
お
い
て
は
、
名
誉
町

民
推
挙
や
条
例
改
正
を
審
議
し
、
議
件

は
全
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

行
政
報
告
・
・
・
・
・
４
件

名
誉
町
民
推
挙
・
・
・
１
件

条
例
改
正
・
・
・
・
・
６
件

補
正
予
算
・
・
・
・
・
９
件

●
行
政
報
告

　

町
長
か
ら
、
め
む
ろ
新
嵐
山
株
式
会

社
の
破
産
手
続
に
至
る
こ
れ
ま
で
の
経

過
報
告
及
び
そ
れ
に
伴
う
特
別
職
の
給

与
減
額
の
今
定
例
会
中
の
提
案
予
定
に

つ
い
て
、
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

●
名
誉
町
民
推
挙

　

北
海
道
議
会
議
員
を
６
期
務
め
た
大

谷
亨
氏
を
名
誉
町
民
に
推
挙
す
る
こ
と

を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

11月
臨時会議

12月
定例会議

12月
補正予算

原
案
の
と
お
り
可
決

原
案
の
と
お
り
可
決

審議した議案と各議員の賛否 11月定例会議

新
嵐
山
ス
カ
イ
パ
ー
ク
の
維
持

管
理
費（
３
８
０
万
５
千
円
）を

含
む
補
正
予
算
案
を
可
決

■軽油引取税の課税免除特例措置の継続を求める意見書
　索道事業では、スキー場のゲレンデ整備に使用する圧雪車の燃料、除雪機の動力源として使用する軽油について
免税となっており、この制度がなくなれば、スキー人口の減少等から現在でさえ大変厳しい経営環境をさらに圧迫し、
スキー場の経営は一層厳しいものとなり、北海道の観光及び経済にも大きな打撃を与えることが危惧される。　
　当町内のスキー場においても、安全・安心かつ快適なゲレンデを提供するため雪面整備に圧雪車等を使用しており、
スキー場の経営維持に軽油引取税の免税措置は不可欠なものとなっている。
　よって、国においては、索道事業者、農林水産事業者、鉱物採堀事業者など幅広い産業への経営が圧迫され、地
域経済を与えている産業の哀退を招くことのないよう、軽油引取税の課税免除措置を継続
するよう強く要望する。
【提出先】衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、農林水産大臣、
　　　　経済産業大臣、国土交通大臣

意見書の
全文は

コチラから

意見書意見書をを提出提出しましたしました

第８回
特別
委員会

12１

第７回
特別
委員会

11７

主
な
内
容
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第
７
回
特
別
委
員
会
で
は
、「
令
和
５
年
度
及
び
令
和

６
年
度
の
運
営
」と「
経
営
方
針
変
更
の
手
順
と
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
」を
中
心
に
調
査
を
進
め
ま
し
た
。

　

早
期
再
開
を
望
む
声
が
多
い
ス
キ
ー
場
に
つ
い
て
、

町
か
ら
は
、「
今
年
度
中
の
再
開
は
大
変
厳
し
く
、
令
和

６
年
12
月
の
運
営
再
開
を
目
指
す
」方
針
が
示
さ
れ
ま

し
た
。

　

議
会
で
は
、
そ
り
遊
び
や
歩
く
ス
キ
ー
な
ど
ス
キ
ー

場
以
外
の
活
用
に
つ
い
て
も
質
疑
を
し
ま
し
た
が
、
町

か
ら
は
、「
関
係
団
体
と
の
意
見
交
換
に
お
い
て
協
議
し

た
い
」と
の
答
弁
が
あ
り
、
そ
の
後
の
自
由
討
議
に
お

い
て
委
員
か
ら
は
、「
今
後
確
定
し
た
も
の
を
調
査
す
べ

き
」と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
か
ら
は
、
令
和
６
年
２
月
に
新
嵐
山
ス
カ

イ
パ
ー
ク
の
今
後
の
あ
り
方
を
確
定
さ
せ
、
令
和
７
年

４
月
事
業
再
開
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
案
が
示
さ
れ
ま
し
た

が
、
議
会
で
は
、「
町
と
し
て
、
ま
ず
は
第
三
セ
ク
タ
ー

が
経
営
破
綻
に
至
っ
た
こ
と
の
総
括
が
必
要
」と
指
摘

し
ま
し
た
。

　

第
８
回
特
別
委
員
会
で
は
、
11
月
29
日
に
開
催
し
た

第
２
回
議
会
モ
ニ
タ
ー
会
議
の
内
容
を
踏
ま
え
、
議
員

間
討
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
討
議
で
は
、「
令
和
５
年
度
の
運
営
に
つ
い

て
」３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
約
１
時
間
討
議
を

行
い
、
そ
の
後
の
グ
ル
ー
プ
発
表
で
は
、「
予
算
を
か
け

ず
、
ス
キ
ー
場
を
ス
ノ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
開
放
す

る
」、「
週
末
だ
け
の
開
放
や
イ
ベ
ン
ト
企
画
等
活
用
す
る
」

等
の
意
見
が
出
さ
れ
た
一
方
、「
安
全
確
保
の
面
か
ら
一

定
の
監
視
機
能
は
必
要
で
あ
り
、
リ
ス
ク
を
懸
念
す
る
」

と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
各
グ
ル
ー
プ
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
を
踏
ま
え
、

次
回
の
特
別
委
員
会（
12
月
７
日
開
催
）に
向
け
て
、
令

和
５
年
度
の
運
営
に
つ
い
て
整
理
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。

　

第
９
回
特
別
委
員
会
で
は
、「
令
和
５
年
度
の
運
営
に

つ
い
て
」、「
令
和
６
年
度
の
運
営
に
つ
い
て
」、「
今
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
」を
調
査
し
ま
す
。

今
シ
ー
ズ
ン
の
ス
キ
ー
場
は
営
業
困
難

新
た
な
あ
り
方
は
令
和
６
年
２
月
確
定
を
目
指
す

今
シ
ー
ズ
ン
の
新
嵐
山
活
用

約
１
時
間
に
わ
た
る
集
中
し
た
議
員
間
討
議

今
シ
ー
ズ
ン
の
ス
キ
ー
場
運
営

運
営「
可
否
」を
調
査（
第
７
回
に
引
き
続
き
）

１　�今シーズンのス

キー場運営の可

否について

２　�令和６年度の運

営について

３　�今後のスケジュ

ールについて

第９回
特別委員会の
主な調査事項

次
の
ペ
ー
ジ
は「
12
月
定
例
会
議 

一
般
質
問
」「
議
員
研
修
会 

」「
12
月
の
委
員
会
活
動
報
告
」

種　
　

類

議　員　名

議　案　名

菊
池　

秀
明

伊
藤　
　

稔

木
村　

淳
彦

小
笠
原　

等

中
田
智
惠
子

橋
本　

和
仁

堀
切　
　

忠

渡
辺
洋
一
郎

立
川　

美
穂

早
苗
　
　
豊

中
村　

和
宏

正
村
紀
美
子

常
通　

直
人

西
尾　

一
則

鈴
木　

健
充

梶
澤　

幸
治

審
査
結
果

議　

決　

日

陳
情

「軽油引取税の課税免除特例措置の
継続を求める意見書」の提出を求め
る陳情

○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 採択

11/27

議
案

職員の給与に関する条例中一部改正
の件 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案

可決

議
案

芽室町会計年度任用職員の給与及び
費用弁償に関する条例中一部改正の
件

○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案
可決

会
議
案

軽油引取税の課税免除特例措置の継
続を求める意見書提出の件 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案

可決
陳
情

今シーズンのメムロスキー場の営業
に関する陳情 総務経済常任委員会に審査付託

第９回
特別
委員会

12７

●一般会計補正予算（歳出）
項　　　目 金　　　額 主な使いみち

議 会 費 △321万2千円 議員報酬手当支給事務
総 務 費 2億2,285万9千円 寄附金管理基金積立金
民 生 費 6,471万6千円 障害者自立支援給付事業
衛 生 費 2,542万2千円 子ども医療費給付事業
農 林 産 業 費 7,685万6千円 畑作構造転換事業
商 工 費 374万8千円 新嵐山スカイパーク運営支援事業
土 木 費 588万9千円 公有財産購入費
消 防 費 △22万円 消防団員健康診断委託料
教 育 費 559万2千円 大学等奨学金貸付金
職 員 費 5,960万1千円 職員給与支払事務
予 備 費 231万8千円
災 害 復 旧 費 △7万7千円 農道補修砂利敷等工事
合　　　計 4億6,349万2千円

※梶澤議長は表決には加わりません。

※�

議
会
だ
よ
り
12
月
号
は
12
月
５
日

が
校
了
の
た
め
、
以
下
の
記
事
は

予
定
を
記
載
し
て
い
ま
す
。



次
の
ペ
ー
ジ
は「
定
例
会
議
」「
定
例
ト
ボ
イ
ス
」

議 

員 

研 

修 

会  

11
月
23
日

　

11
月
23
日（
木
）、
芽
室
町
議

会
サ
ポ
ー
タ
ー
土つ

ち

山や
ま

希き

美み

枝え

氏

（
法
政
大
学
教
授
）を
講
師
に「
芽

室
町
の
政
策
・
制
度
を
良
く
す

る
た
め
の
質
問
力
向
上
」に
つ

い
て
議
員
研
修
会
を
行
い
ま
し

た
。

　

第
一
部
で
は
各
議
員
が
行
う

一
般
質
問
を
議
員
一
人
の
も
の

だ
け
に
終
わ
ら
せ
ず
、
議
会
の

政
策
資
源
と
し
て
、
一
般
質
問

を
議
会
機
能
の
一
手
段
と
し
て

活
か
し
て
い
く
こ
と
の
意
義
を

学
び
ま
し
た
。

　

第
二
部
で
は
、
一
期
生
議
員

12月 の委員会活動報告
（委員が執筆しています！）

第
12
回
11
月
10
日（
金
）

調
査
内
容

●
芽
室
町
奨
学
金
貸
付
選
考
基

準
の
改
正
に
つ
い
て

　

近
年
の
不
認
定
状
況
や
管
内

動
向
か
ら
学
び
の
継
続
を
支
援

す
る
た
め
、
令
和
６
年
度
か
ら

選
考
基
準
を
廃
止
す
る
。
令
和

６
年
度
入
学
に
係
る
年
度
前
貸

付（
令
和
５
年
度
予
算
）に
つ
い

て
も
適
用
す
る
と
の
説
明
を
受

け
ま
し
た
。
不
認
定
者
の
再
申

請
に
つ
い
て
の
質
疑
に
は
、
遡

及
措
置
は
行
わ
な
い
が
、
令
和

６
年
度
入
学
生
か
ら
適
用
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

●
公
立
芽
室
病
院
の
経
営
状
況

（
令
和
５
年
度
上
半
期
決
算
状
況
）

に
つ
い
て

　

上
半
期
決
算
及
び
診
療
科
別

前
年
対
比
に
つ
い
て
の
説
明
を

受
け
ま
し
た
。
在
宅
医
療
の
取

組
み
に
係
る
今
年
度
上
半
期
の

実
績
に
つ
い
て
の
質
疑
が
あ
り

ま
し
た
。
訪
問
看
護
の
利
用
率

は
伸
び
て
お
り
、
管
内
的
に
院

内
に
訪
問
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設

置
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
少
な
い
。

今
後
も
在
宅
医
療
の
充
実
の
た

め
、
町
と
の
協
議
を
重
ね
、
安

定
経
営
を
目
指
し
て
い
く
と
の

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

●
国
民
健
康
保
険
法
の
一
部
改

正
に
伴
う
対
応
に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
法
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
出
産
す
る
被
保
険

者
に
係
る
産
前
産
後
期
間
相
当

分（
４
か
月
間
）の
保
険
税（
均

等
割
額
・
所
得
割
額
）を
免
除

す
る
措
置
に
つ
い
て
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

●
11
月
29
日
、
め
む
ろ
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
協
会
と
の
意
見
交
換

会
及
び
ボ
ッ
チ
ャ
体
験
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
議
場
、
議
員
控
え

コ
ー
ナ
ー
に
お
い
て
、
町
民
約

30
名
の
参
加
の
中
、「
健
康
づ
く

り
」を
テ
ー
マ
に
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
ま
し
た
。

合
同
委
員
会

第
４
回
　
11
月
27
日（
月
）

調
査
内
容

め
む
ろ
新
嵐
山
株
式
会
社
の
経

営
破
綻
に
つ
い
て

　

調
査
で
は
、「
経
営
状
況
の
認

識
及
び
指
定
管
理
者
へ
の
指
摘
・

共
有
事
項
に
つ
い
て
」関
係
課

か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
度
及
び
令
和
５
年

度
の
指
定
管
理
料
に
つ
い
て
は
、

委
託
料
の
総
額
の
変
更
で
は
な

い
こ
と
か
ら
、
協
議
書
に
基
づ

き
、
支
払
月
を
４
月
、
10
月
か

ら
４
月
、
５
月
に
変
更
し
て
対

応
し
た
と
の
説
明
を
受
け
、
委

員
か
ら
の「
令
和
４
年
度
の
支

払
月
変
更
の
議
会
へ
の
報
告
は

あ
っ
た
の
か
」と
い
う
質
疑
に

対
し
、「
議
会
に
は
説
明
し
て
い

な
い
」と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

町
は
、
令
和
２
年
度
及
び
令

和
３
年
度
に
借
入
し
た
段
階
で
、

会
社
の
経
営
状
況
は
非
常
に
厳

し
い
と
認
識
し
て
い
た
が
、
コ

ロ
ナ
禍
が
落
ち
着
け
ば
付
加
価

値
が
上
が
り
、
売
上
も
上
が
る

と
見
込
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
売

上
が
予
定
よ
り
伸
び
な
く
、
コ

ス
ト
カ
ッ
ト
の
タ
イ
ミ
ン
グ
も

遅
く
見
込
み
が
甘
か
っ
た
と
の

見
解
を
改
め
て
示
し
ま
し
た
。

３
人
か
ら
日
ご
ろ
課
題
と
考
え

る
政
策
テ
ー
マ
が
提
供
さ
れ
、

ゼ
ミ
形
式
で
個
々
の
政
策
テ
ー

マ
を
よ
り
良
い
質
問
に
し
て
い

く
た
め
の
意
見
交
換
を
行
い
、

論
点
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を

行
い
ま
し
た
。
一
般
質
問
は
住

民
か
ら
負
託
を
受
け
た
議
員
が

「
我
が
町
の
政
策
・
制
度
を
ヒ

ロ
バ（
議
会
）で
の
議
論
に
よ
っ

て
よ
い
状
態
に
す
る
こ
と
」と

の
土
山
サ
ポ
ー
タ
ー
か
ら
の
学

び
を
活
か
す
べ
く
、
12
月
定
例

会
議
に
は
８
人
が
登
壇
し
ま
す
。
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次
の
ペ
ー
ジ
は「
議
会
白
書
」「
12
月
定
例
会
議
の
ご
案
内
」「
表
紙
の
写
真
」

町政のそこが聞きたい
一  般  質  問

令和５年12月定例会議 一般質問

　一般質問は、議員個人が町の事務
の執行状況や将来に対する考え方な
どを町長などに求め、町が住民のた
めの適切な町政運営を進めているか
をチェックするものです。
　年４回開催される定例会議（６月、
９月、12月、３月）で一般質問する
ことができます。

議
×

図 書 館

会

図書館と議会が連携 一般質問に関連する図書を展示

議会の一般質問に関連する図書資料を、図書館の特設コーナー
で展示します。ぜひ、図書館へ足を運んでみませんか？？？

12月14日（木）　９：30～
堀
ほり

切
きり

　　忠
ただし

 議員 １　誰もが個性と能力を発揮できる地域社会の実現に向けて

立
たち

川
かわ

　美
み

穂
ほ

 議員 １　地域公共交通事業の今後の展開

菊
きく

池
ち

　秀
ひで

明
あき

 議員 １　農業経営基盤支援と担い手の育成・確保対策に係る今後の展望

早
さ

苗
なえ

　　豊
ゆたか

 議員 １　芽室町農業振興計画の進捗状況

12月13日（水）　９：30～
木

き

村
むら

　淳
あつ

彦
ひこ

 議員 １　物価高騰における町内消費喚起及び地域内経済循環

渡
わた

辺
なべ

洋
よう

一
いち

郎
ろう

 議員 １　認知症施策

伊
い

藤
とう

　　稔
みのる

 議員 １　芽室町の観光情報

正
まさ

村
むら

紀
き

美
み

子
こ

 議員 １　水道事業の広域化　　　２　生きる力を育む「幼保小連携の充実」

第
11
回
　
11
月
15
日（
水
）

調
査
内
容

●
合
同
納
骨
塚（
整
備
）に
つ
い
て

　

令
和
７
年
度
に
芽
室
霊
園
で

合
同
納
骨
塚
の
整
備
に
着
手
し
、

令
和
８
年
４
月
の
利
用
開
始
を

目
指
す
と
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

●�

芽
室
町
除
雪
計
画（
令
和
５

年
度
）に
つ
い
て

　

間
口
除
雪
の
対
象
者
の
拡
大

に
つ
い
て
検
討
す
る
な
ど
、
令
和

４
年
度
除
排
雪
計
画
と
の
主
な

変
更
点
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

●
職
員
の
給
与
改
定
に
つ
い
て

　

本
年
８
月
の
人
事
院
勧
告
に

基
づ
く
月
例
給
、
期
末
勤
勉
手

当
に
対
す
る
条
例
改
正
の
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

●�

地
域
公
共
交
通
確
保
対
策
事

業
に
お
け
る
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
の
活

用
に
つ
い
て

　

じ
ゃ
が
バ
ス
の
利
便
性
向
上
の

た
め
、
総
務
省
主
催
の「
統
計
デ

ー
タ
ー
を
活
用
し
た
地
域
課
題

解
決
研
究
会
」で
の
成
果
を
取
り

ま
と
め
、
発
表
す
る
と
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

●�

す
ま
い
る
ボ
ー
ド
の
廃
止
に

つ
い
て

　

平
成
16
年
５
月
に
町
の
情
報

公
開
の
手
段
の
一
つ
と
し
て
制
度

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
急
速

な
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
り
情
報
発

信
手
段
が
大
幅
に
変
化
し
た
こ

総
務
経
済
常
任
委
員
会

と
か
ら
、
廃
止
の
検
討
を
す
る
と

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

●�

広
報
誌
配
布
手
法
の
検
討
に

つ
い
て

　

近
年
、
町
内
会
の
未
加
入
世

帯
の
増
加
に
伴
い
、
配
布
委
託

料
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
各
町
内
会
や
市
街
地
町
内

会
連
合
会
な
ど
関
係
団
体
と
も

協
議
を
続
け
、
引
き
続
き
配
布

手
法
の
検
討
を
進
め
る
と
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

●�

芽
室
町
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
の
大
幅

な
増
加
に
伴
い
、
返
礼
品
の
経

費
も
増
大
し
て
い
る
。
返
礼
金
に

関
す
る
経
費
の
増
加
に
よ
り
、

寄
付
金
を
収
受
し
た
年
度
の
財

源
を
圧
迫
、
ま
た
企
業
版
ふ
る

さ
と
納
税
に
関
す
る
事
務
作
業

に
労
力
が
か
か
る
た
め
、
条
例

を
一
部
改
正
す
る
こ
と
に
よ
り
、

財
源
の
圧
迫
の
解
消
、
積
立
事

務
の
簡
素
化
を
図
る
と
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

地域公共交通確保対策事業における地域公共交通確保対策事業における
ＥＢＰＭの活用（じゃがバス）ＥＢＰＭの活用（じゃがバス）

ボッチャ体験会ボッチャ体験会
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随時
更新中

会議名
日時 休憩

時間
実質
時間 議　件 傍聴

人数
ネット

中継
アクセス数会議時間

本会議 11 月 臨 時 会 議
11月27日

0:00 0:16
１．�「軽油引取税の課税免除特例措置の継続を求
める意見書」の提出を求める陳情

２．職員の給与に関する条例中一部改正の件   他
1 (139)

9:30～9:46

常 任�
委 員 会

総務�
経済

第11回
11月15日

0:16 1:44 １．合同納骨塚（整備）について�
２．芽室町除雪計画（令和５年度）について　他 1 50 

9:30～11:30

第12回
11月27日

0:00 0:02 １．�今シーズンのメムロスキー場の営業に関す
る陳情について 0 (139)

9:50～9:52

厚生�
文教 第12回

11月10日
0:06 0:58

１．芽室町奨学金貸付選考基準の改正について�
２．�公立芽室病院の経営状況（令和５年度上半期
決算状況）について　他

3 27 
9:30～10:40

総務経済・厚生文教常
任委員会合同委員会 第4回

11月27日
0:13 1:38 １．めむろ新嵐山株式会社の経営破綻について 1 (139)

10:00～11:51

議 会 運 営 委 員 会

第16回 11月2日 0:05 0:30 １．議会だより11月号の編集について�
２．議会だより12月号の編集企画について　他 1 6 

9:30～10:05

第17回
11月17日

0:24 0:27
１．�令和５年芽室町議会定例会11月臨時会議の
運営について

２．第２回モニター会議実施要領案について
1 23 

13:30～14:21

第18回 11月21日 0:01 0:10 １．�令和５年芽室町議会定例会12月臨時会議の
運営について 1 10 

13:30～13:41
新嵐山スカイパーク経
営改革調査特別委員会 第7回 11月7日 0:16 1:53 １．新嵐山スカイパークの今後について 3 65 

9:30～11:39

編 集 企 画 会 議 第8回 11月27日 0:00 0:15 １．議会だより１２月号の校正について�
２．議会だより１月号の編集企画について ※

11:55～12:10
小計 9:14 1:21 7:53 計12 平均66.4

十 勝 町 村 議 会 議 員 研 修 会
11月13日

0:00 2:00
・北海道十勝総合振興局地域政策課長  範国修史氏�
「地域おこし協力隊の確保・定着に向けた道の取
り組みについて」

※
13:30～15:30

芽 室 町 議 会 議 員 研 修 会
11月23日

1:00 4:00
・法政大学法学部教授　土山希美枝氏�
「質問力を高めるために」～芽室町の政策・制度
を良くする「質問」にするには～

※
10:00～15:00

ニュースポーツ協会と厚生文教
常任委員会との意見交換会

11月29日
0:00 2:00 「スポーツを通した町民の健康づくりについて」�

（ボッチャ体験会） ※
9:30～11:30

第 2回 議 会 モ ニ タ ー 会 議
11月29日

0:00 1:30 テーマ�
「新たな新嵐山スカイパークについて」 ※

18:30～20:00
小計 10:30 1:00 9:30
合計 19:44 2:21 17:23 計12 平均66.4

ネット中継アクセス数　　（　） 同一日に複数の会議が中継された場合は各会議の合計アクセス数を表示
 　　　　　　　　　　　　　※インターネット中継を実施しなかった会議

　議会白書とは、町民の皆さんに議会の活動を公表し、情報を共有することにより、議会活動の活性
化を図っています。議会白書

団体や多数で傍聴を希望される方は、資料準備のため事前に議会事務局ま
でご連絡ください。（0155-62-9731）

12月定例会議の
ご案内

13日　　９：３０～　　一般質問

14日　　９：３０～　　一般質問

20日　　９：３０～　　最  終  日

議会傍聴で
芽室の未来が見える！

インターネット中継は
コチラから視聴できます。

（過去の録画もあります）
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表
紙
写
真

　

親
子
登
園
日
の
様
子
で
す
。

芽
室
幼
稚
園
で
は
子
ど
も
達
の「
や
り
た
い
！
」

を
か
な
え
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
保
護
者
が
子
ど
も
達
の「
や
り
た

い
！
」の
為
に
力
を
貸
し
て
く
れ
ま
し
た
。

お
兄
ち
ゃ
ん
・
お
姉
ち
ゃ
ん
も
力
を
貸
し

て
く
れ
る
姿
が
あ
り
、
終
始
笑
顔
の
あ
ふ

れ
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

や
す
い
議
会
だ
よ
り

を
目
指
し
て
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

■
保
育
園
、
幼
稚
園
の
発
表
会
に
招
か

れ
、
素
晴
ら
し
い
演
技
と
可
愛
ら
し
い

姿
に
、
癒
し
の
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
今
号
か
ら
厚
生
文
教
委

員
が
編
集
担
当
と
な
り
ま
す
。
わ
か
り中田智惠子

域
が
学
び
の
場
と
な

る
た
め
に
」
で
し
た
。

今
ま
さ
に
そ
れ
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。

■
さ
て
、
こ
の
議
会
だ
よ
り
の
発
行
日

に
は
白
銀
の
世
界
が
広
が
っ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
？
今
年
も
一
年
の
締
め
く

く
り
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
。今
年
は「
芽

室
ジ
モ
ト
大
学
」
や
「
め
む
ろ
未
来
学
」

を
起
点
と
し
て
若
い
世
代
の
方
々
が
地

域
の
方
達
と
交
流
す
る
様
子
が
多
く
み

ら
れ
ま
し
た
。
平
成
２
９
年
開
催
の
「
未

来
フ
ォ
ー
ラ
ム
Ⅱ
」
の
テ
ー
マ
は
「
地早苗　豊

■
先
日
、
芽
室
町
青
少
年
健
全
育
成
町

民
集
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
小
中
高
生

の
皆
さ
ん
の
素
晴
ら
し
い
意
見
発
表
が

あ
り
ま
し
た
。
中
で
も
印
象
に
残
っ
た

の
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
に
関
わ
っ

て
の
意
見
発
表
で
し
た
。
と
て
も
小
学

生
と
は
思
え
な
い
調
査
能
力
、
し
っ
か

り
と
自
分
の
意
見
を

発
表
さ
れ
、
た
だ
た

だ
感
心
し
て
聞
き
入

り
ま
し
た
。

堀切　忠


